
三菱 LED照明器具

施工者さまへ
安全のために必ず守ること

引火する危険のある雰囲気で使わない。

器具取付けの際は電線を挟まない。

配線工事の際、電線の絶縁体にキズをつけない。

器具の取付けは取扱説明書に従い行う。

電源の接続は取扱説明書に従い行う。

施工は電気工事士の有資格者が「電気設備の技術基準」・
「内線規程」に従い行う。

電源線接続の際は、電源線を張った状態としない。
電源線接続の際は、指定太さの電源線を指定長さに被覆を
剥がし 1本ずつ電源線差込穴の奥まで差込む。

さびの出やすい場所、腐食性ガスの出る場所で使わない。

電源は表示された電源電圧以外では使わない。

場所に取付けない。

カバーを確実に取付ける。

板厚の薄い所や強度的に不十分な所に取付けない。

器具取付面（クロス貼り・コンクリート）が乾燥不十分の

電気工事の際は、電源を切る。

壁面取付専用器具です。指定方向以外の取付けはしない。

ランプ取付け後、ランプ口金表面の四角形状のマークが通
電側ソケットのランプピン挿入部の位置にあることを確認
する。

ランプ取付けの際は、ランプピンには触れない。
縦向きに取付けない。

一般屋内用器具です。屋外、水気・湿気のある場所（例：ト

高温（35℃を超える）、粉じん、強い振動・衝撃のある場所、
直射日光の当たる場所で使わない。

イレ・厨房・脱衣所など）、及び軒下、屋外通路、アーケード
などの雨線内では使用しない。



お客さまへ

【適合ランプ】

器具の取付けは取扱説明書に従い行う。

器具の改造や指定部品以外の交換はしない。

器具を布や紙などで覆わない。

器具の清掃は電源スイッチを切ってから行う。

ランプ交換は電源スイッチを切ってから行う。
引火する危険のある雰囲気で使わない。

器具のすき間や放熱穴に金属類を差し込まない。
煙が出たり、変な臭いがしたり、破損したなど異常を感じ
た場合は、すぐに電源スイッチを切る。

点検を行う。
明るく安全にご使用いただくために半年に 1回の保守・お客さま自身で電気工事はしない。電気工事士の資格が

必要です。

点灯中や消灯直後は、高温のため器具およびランプに
手や肌などを触れない。

LEDの光を直視しない。

■照明器具には寿命があります。設置して 8～ 10 年経つと、
外観に異常がなくても内部の劣化が進行しています。
点検、交換をおすすめします。
LED光源は寿命が来ても、暗くなりますが点灯し続けます。
点灯出来るからといって継続して使用が可能というわけで
はありません。

器具の直下及び付近にストーブなど高温になるものを置
かない。

【附属品】



1器具の取付け ■電気工事の際は、電源を切る。

■カバーを確実に取付ける。
■点灯中や消灯直後は、高温のため器具およびランプに手や肌などを触れない。

■ランプ取付けの際は、ランプピンには触れない。

■板厚の薄い所や強度的に不十分な所
に取付けない。

ート）が乾燥不十分の場所に取付け
ない。

■縦向きに取付けない。

■器具取付面（クロス貼り・コンクリ

2電源線の接続
■指定太さの電源線を指定長さに
被覆を剥がし 1本ずつ電源線差
込穴の奥まで差込む。

■電源線接続の際は、電源線を張
った状態としない。

■器具の取付けの際は、電源線を
挟まない。

3ランプ・カバーの取付け

■ランプ取付け後、ランプ口金表面の四角形状
のマークが通電側ソケットのランプピン挿入
部の位置にあることを確認する。

■器具は木ねじ、平座金で取付ける。



器具の清掃は電源スイッチを切ってから行う。

点灯中や消灯直後は、高温のため器具および
ランプに手や肌などを触れない。

煙が出たり、変な臭いがしたり、破損したなど異常を感じた場合は、すぐ
に電源スイッチを切る。
煙が出なくなるのを確認して、工事店または下記連絡先にご相談ください。


